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一
九
三
五
年
、
横
浜
貿
易
新
報
社
（
以
下
、

横
貿
）
で
は
、一
九
一
〇
年
か
ら
社
長
で
あ
っ

た
三
宅
磐
が
死
去
し
、
嗣
子
市
郎
が
社
長
に

就
任
し
た
。
同
社
で
は
、
新
社
長
就
任
と
、

三
五
年
が
創
業
四
五
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
を
記
念
し
て
九
月
か
ら
本
県
警

察
博
覧
会
・
自
転
車
選
手
権
競
走
な
ど
八
つ

の
事
業
を
行
っ
た
。

こ
の
な
か
で
最
初
に
行
わ
れ
た
事
業
が
、

四
五
周
年
に
因
ん
で
県
下
四
五
箇
所
の
名

勝
・
史
蹟
を
読
者
投
票
に
よ
っ
て
選
定
す
る

事
業
で
あ
っ
た
（
名
勝
史
蹟
四
十
五
佳
選
）。

新
聞
社
に
よ
る
各
種
人
気
投
票
は
明
治

時
代
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
名
勝
等
で
は

一
九
二
七
年
東
京
日
日
・
大
阪
毎
日
が
行
っ

た「
日
本
新
八
景
」が
著
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

投
票
の
過
熱
化
か
ら
「
二
十
五
勝
」「
百
景
」

が
追
加
さ
れ
た
が
、
不
買
運
動
が
起
こ
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
（
白
幡
洋
三
郎
、
一
九
九
二
な

ど
）。昭

和
初
期
は
、
一
九
一
八
年
制
定
の
史
蹟

名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
な
ど
に
よ
る
保
存

運
動
の
高
ま
り
や
観
光
へ
の
注
目
が
拡
大
し

た
時
代
で
あ
っ
た
。
神
奈
川
県
内
に
お
い
て

も
史
蹟
の
保
存
や
景
園
地
計
画
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
三
五
年
の
横
貿
紙
面
に
も
多

く
の
関
連
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
中
で
投
票
が
企
画
さ
れ
た
。

事
業
意
図
と
投
票
規
定

横
貿
は
、
こ
の
事
業
を
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
（
9
・
3　

※
『
横
浜
貿
易
新
報
』

の
日
付
、
以
下
同
じ
）。「
新
し
く
し
て
古
き

歴
史
と
と
も
に
拓
か
れ
て
来
た
近
代
県
神
奈

川
」
は
「『
武
相
の
天
地
』
が
描
く
『
風
光

の
神
奈
川
』」
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
は
「
宝

の
持
ち
腐
れ
」
で
あ
り
、
名
勝
史
蹟
に
よ
る

土
地
の
発
展
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
の
に
、

「
有
名
地
も
声
な
く
し
て
は
忘
れ
ら
れ
て
ゆ

く
」
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
欲
求
す
る
も
の

は
『
世
に
出
す
機
会
』
で
あ
る
」、
そ
の
絶

好
の
機
会
が
こ
の
投
票
で
あ
る
と
。
ま
た「
風

景
神
奈
川
」「
風
光
神
奈
川
」「
観
光
神
奈
川
」

（
9
・
4
）
な
ど
、
全
県
が
名
勝
史
蹟
の
宝

庫
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
に
よ
っ
て
販
売
部
数
が
増
加
す
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
投
票
は
、
九
月
五
日
か
ら
一
〇
月
五

日
ま
で
の
三
一
日
間
、
次
の
よ
う
な
規
定
の

下
に
行
わ
れ
た
（
9
・
5
）。
名
勝
史
蹟
は

神
奈
川
県
下
の
も
の
で
あ
り
、
名
称
は
新
名

称
で
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
。
投
票
に
は
名

称
と
所
在
地
を
記
入
す
る
こ
と
。
投
票
用
紙

は
紙
面
刷
り
込
み
を
切
り
取
り
記
入
す
る
こ

と
。
こ
れ
は
五
日
か
ら
毎
日
二
票
が
掲
載
さ

れ
た
の
で
、
三
一
日
間
で
六
二
票
と
な
る
。

ま
た
、
官
製
は
が
き
に
よ
る
も
可
と
の
注
記

も
あ
る
。
そ
の
他
、
翌
日
の
紙
面
に
載
る
た

め
の
締
切
時
間
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

選
定
さ
れ
た
名
勝
史
蹟
に
は
、
記
念
標
の

建
立
、
一
〇
位
ま
で
に
扁
額
の
進
呈
、
紙
面

上
で
の
紹
介
や
絵
葉
書
・
写
真
帳
を
作
製
し

て
紹
介
宣
伝
す
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
た
。

ま
た
、
投
票
が
既
に
始
ま
っ
て
い
た
七
日

に
は
、
紙
上
の
俳
壇
・
柳
壇
の
選
者
で
あ
る

柴
田
五
万
石
ら
を
選
者
と
し
て
、
決
定
し
た

四
十
五
勝
地
の
俳
句
・
川
柳
を
募
集
す
る
こ

と
が
予
告
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
規
定
の
下
に
、
い
よ
い
よ
五

日
か
ら
投
票
が
始
ま
っ
た
。

投
票
の
推
移

五
日
か
ら
始
ま
っ
た
投
票
は
、
翌
六
日
の

紙
面
か
ら
、
連
日
、
各
地
の
得
票
経
過
が
報

じ
ら
れ
た
。
そ
の
見
出
し
は
、
多
く
は
軍
隊

に
な
ぞ
ら
れ
、
ま
た
、
と
き
に
は
野
球
に
な

ぞ
ら
れ
て
興
味
を
駆
り
立
て
て
い
っ
た
。

初
日
の
様
子
を
伝
え
た
六
日
の
見
出
し

は
、「
宣
戦
の
烽
火
挙
り
／
登
場
の
名
勝
史

蹟
／
震
生
湖
、
桃
雲
台
、
衣
笠
城
跡
／
霊
地

に
沸
く
善
男
善
女
の
熱
狂
」
と
あ
る
が
、
一

位
の
震
生
湖
・
桃
雲
台
の
得
票
は
三
四
票
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。

翌
日
以
降
も
「
三
眼
六
足
稲
荷
／
見
事
な

三
段
飛
び
／
各
地
群
雄
を
抜
き
悠
々
た
り
／

戦
線
に
灼
熱
の
火
花
」（
9
・
13
）、「
戦
闘

旗
を
打
連
ね
て
／
『
峰
の
お
灸
』
王
座
へ
／

全
村
本
紙
購
読
を
決
議
し
て
／
「
宮
ヶ
瀬
渓

谷
」
の
奮
起
」（
9
・
17
）、「
期
成
会
各
地

に
活
躍
／�

“
峰
の
円
海
山
”
驀
進
／
目
覚
し

渋
谷
『
重
国
城
趾
天
満
宮
』
／
城
山
も
一
気

に
爆
撃
」（
9
・
23
）、「
ヒ
ツ
ト
ヒ
ツ
ト
見

事
な
好
打
だ
／
『
志
田
山
朝
日
寺
』
万
歳
／

『
城
山
』
勇
躍
し
て
五
位
陣
へ
／
萩
の
宝
泉

寺
も
逆
襲
だ
」（
9
・
27
）、「
厳
か
に
最
後

の
審
判
／
死
闘
力
戦
の
一
日
／
け
ふ
締
切
は

午
後
五
時
／
油
断
は
大
敵
、
爆
撃
へ
」（
10
・

5
）
な
ど
、
連
日
、
様
々
な
見
出
し
を
駆
使

し
て
、
投
票
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
た
。

こ
の
結
果
、
最
終
的
に
は
四
五
〇
万
票
と

も
五
〇
〇
万
票
と
も
言
わ
れ
る
投
票
総
数
と

な
っ
た
（
10
・
7
）。
官
製
は
が
き
投
票
分

の
割
合
が
わ
か
ら
な
い
が
、
総
て
新
聞
紙
上

の
投
票
用
紙
と
す
る
と
、
延
べ
二
二
五
万
〜

二
五
〇
万
部
と
な
り
、
こ
れ
は
、
月
七
万
〜

八
万
の
購
読
数
と
な
る
。
当
時
の
発
行
部
数

は
、「
磐
の
没
す
る
と
き
は
部
数
辛
う
じ
て

五
万
前
後
」（
樋
口
宅
三
郎
、
一
九
五
六
）

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
二
万
部
以
上
を
上

乗
せ
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
位
の
推
移
を
見
る
と
、
震
生
湖
／
桃
雲

台
→
宝
泉
寺
→
三
眼
六
足
稲
荷
→
宝
泉
寺
→

三
眼
六
足
稲
荷
→
宝
泉
寺
→
八
景
ノ
棚
→
三

眼
六
足
稲
荷
→
石
小
屋
→
八
菅
神
社
→
三
眼

六
足
稲
荷
→
峰
の
灸
円
海
山
（
三
回
）
→
石

小
屋
→
八
菅
神
社
（
九
回
）
→
宮
ヶ
瀬
渓
谷

→
浅
間
神
社
→
石
小
屋
→
石
老
山
→
石
小
屋

（
三
回
）
と
替
わ
っ
て
い
っ
た
が
、得
票
数
は
、

最
後
の
数
日
、
特
に
最
終
日
に
急
激
に
伸
び

て
い
る
。

日
を
追
っ
て
見
て
み
る
と
、
初
日
の
九
月

一
九
三
五
年
神
奈
川
県
名
勝
・
史
蹟
投
票

─
横
浜
貿
易
新
報
社
四
五
周
年
記
念
事
業
─

浅間神社（西区浅間町）
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五
日
は
三
四
票
、
六
日
は
四
一
〇
票
で
あ
っ

た
が
、
一
一
・
一
二
日
は
千
票
台
、
一
三
日

は
二
千
票
台
の
増
加
が
あ
り
（
得
票
差
・
増

加
数
は
、
前
日
一
位
と
の
差
、
以
下
同
じ
）、

一
四
・
一
五
日
に
は
、
五
千
票
台
ず
つ
増
加

さ
せ
て
最
初
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
。

中
盤
は
、
一
九
日
に
一
気
に
四
千
票
差
と

し
て
石
小
屋
が
一
位
に
な
る
が
、
翌
日
に
八

菅
神
社
が
急
増
さ
せ
、
一
二
六
〇
〇
票
差

の
三
七
〇
二
七
票
で
一
位
と
な
る
と
、
九

日
間
そ
の
地
位
を
保
ち
、
そ
の
間
の
増
加
は

一
二
五
〇
票
と
、
殆
ど
動
か
な
く
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
九
日
か
ら
再
び
票
が
動
き

始
め
、
三
〇
日
に
は
約
一
万
三
千
票
差
で
浅

間
神
社
が
一
位
と
な
る
が
、
一
〇
月
二
日
に

は
石
老
山
が
約
二
万
六
千
票
差
で
一
位
と
な

り
、
翌
三
日
に
九
千
票
弱
差
で
石
小
屋
が
一

位
と
な
る
と
、
四
日
に
は
約
五
万
票
を
増
加

さ
せ
一
四
二
六
四
九
票
と
な
り
、
最
終
日
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
得
票
と
ほ
ぼ
同
数
を
増
加

さ
せ
て
一
位
を
確
定
さ
せ
た
。
そ
の
他
の
場

所
も
得
票
を
大
き
く
増
加
さ
せ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
連
日
の
「
抜
き
つ
抜
か

れ
つ
」
の
報
道
で
は
あ
っ
た
が
、
最
終
日
の

大
量
票
に
よ
り
順
位
が
決
定
し
た
。

各
地
に
お
け
る
投
票
の
様
子

横
貿
で
は
、
当
然
の
よ
う
に
町
村
や
諸
団

体
に
よ
る
組
織
票
を
前
提
と
し
て
い
た
。
最

終
日
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
で
は
、「
社
側

の
広
場
で
懸
命
に
投
票
紙
を
作
る
一
団
」
の

写
真
を
掲
載
し
て
い
る
（
10
・
6
）。

日
々
の
報
道
の
中
で
も
様
々
な
組
織
投
票

に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
。
一
〇
日
に
は
「
県

下
に
そ
の
名
を
奪
取
し
よ
う
と
津
久
井
城
山

史
蹟
保
存
会
、
旅
小
屋
聯
合
青
年
会
、
高
座

麻
溝
『
八
景
の
棚
保
存
会
』『
戸
塚
桜
堤
保

勝
会
』『
鵐
の
岩
屋
』
を
押
し
立
て
る
湯
河

原
振
興
会
な
ど
、
陣
立
物
々
し
く
作
戦
を
練

つ
て
投
票
は
軌
道
を
驀
進
す
る
」
と
各
地
の

団
体
の
動
き
を
伝
え
て
い
る
。　

そ
の
他
に
も
、
高
座
郡
麻
溝
村
で
は
「
遂

に
は
臨
時
村
会
を
召
集
」（
9
・
11
）、
田
名

村
で
は
「
漁
業
組
合
、
三
業
組
合
、
男
女

青
年
団
、
学
童
ま
で
挙
村
一
致
の
猛
運
動
が

始
ま
つ
た
」（
9
・
11
）、　

愛
甲
郡
宮
ヶ
瀬

村
で
も
「
全
村
本
紙
の
購
読
を
決
議
し
て
」

（
9
・
17
）
な
ど
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

市
内
で
も
、「
浅
間
町
『
浅
間
神
社
』
の

台
頭
も
天
晴
れ
な
闘
将
ぶ
り
で
、
氏
子
総
代
、

町
内
有
志
は
檄
を
飛
ば
し
て
投
票
紙
の
集
積

に
懸
命
の
努
力
で
あ
る
」（
9
・
19
）
等
と
、

各
地
の
集
票
状
況
が
報
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
高
座
郡
小
出
村
の
よ
う
に
、　
「
出

身
者
の
『
横
浜
小
出
会
』
が
懸
命
で
蒐
集
す

る
票
紙
が
日
に
数
千
数
百
」（
9
・
26
）
等

の
よ
う
に
出
身
者
団
体
の
参
入
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
町
村
会
、
諸
団
体
、
出
身

者
の
団
体
な
ど
様
々
な
組
織
に
よ
る
投
票
の

た
め
の
運
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
小

学
生
の
用
紙
蒐
集
な
ど
も
報
じ
ら
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、
有
力
者
に
よ
る

次
の
よ
う
な
活
動
も
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
市
内
綱
島
で
は
、
大
綱
村
長
等
を
務

め
た
飯
田
助
夫
が
、
九
月
六
日
に
「
貿
易
新

報
四
十
五
名
勝
史
蹟
の
為
綱
島
神
明
山
桃
雲

台
投
票
印
注
文
」
し
て
お
り
（「
飯
田
助
夫

日
記
」、
飯
田
助
知
家
所
蔵
）、
ま
た
、
二
七

日
に
は
「
二
拾
円
也
横
浜
貿
易
新
報
四
十
五

名
勝
史
蹟
投
票
綱
島
温
泉
桃
雲
台
ノ
為
メ
ニ

小
泉
新
聞
店
扱
ひ
と
し
て
」（「
同
」）と
あ
り
、

ま
と
め
て
新
聞
を
購
入
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る
。
横
貿
の
一
箇
月
の
購
読
料
は
七
〇
銭
な

の
で
、
二
〇
円
で
は
一
七
〇
〇
票
程
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
地
域
で
村
・
町
あ
げ

て
の
様
々
な
運
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
横
貿

の
意
図
通
り
の
盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。

投
票
の
結
果

一
〇
月
五
日
、
横
貿
本
社
階
下
の
大
時
計

が
午
後
五
時
を
告
げ
る
と
投
票
が
締
切
と

な
っ
た
。
当
初
、
翌
六
日
に
結
果
発
表
の
予

定
だ
っ
た
が
、
最
終
日
の
票
数
が
多
か
っ
た

た
め
に
七
日
の
発
表
と
な
っ
た
（
表
1
）。

一
位
に
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
現
愛
甲
郡

愛
川
町
の
石
小
屋
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
隣

接
し
た
宮
ヶ
瀬
渓
谷
（
清
川
村
）
も
一
〇
位

に
入
っ
て
い
る
。
二
〜
四
位
に
は
横
浜
市
域

表1　四十五名勝・史蹟投票結果

順位 名勝・史蹟名 所在地 得票数 紹介記事
 月 / 日

1 石小屋 愛甲郡半原 284,726 11 ／ 18
*2 妙香寺 横浜市北方町 275,770 11 ／ 22
*3 峰の灸 横浜市峰町円海山 239,345 11 ／ 23
*4 玉泉寺 横浜市中村町 218,220 11 ／ 24
5 八菅神社 愛甲郡中津町 168,880 11 ／ 25
6 早川城趾 高座郡綾瀬村 166,204 11 ／ 26
7 石老山 津久井郡内郷村 163,165 11 ／ 27

*8 浅間神社 横浜市浅間町 146,967 11 ／ 28
9 八景ノ棚 高座郡麻溝村 146,393 11 ／ 29

10 宮ヶ瀬渓谷 愛甲郡宮ヶ瀬 131,222 11 ／ 30
11 道了尊御本地 中郡成瀬村 123,417 12 ／ 1
12 ペルリ上陸記念碑 三浦郡久里浜 121,684 12 ／ 2
13 丹沢の大滝 津久井郡鳥屋村 116,718 12 ／ 5
14 金砂山子育観音 藤沢町 111,775 12 ／ 7
15 北向庚申神社 高座郡座間村 109,722 12 ／ 8

*16 鬼子母神常照寺 横浜市南太田町 105,437 12 ／ 9
17 重国城趾天満宮 高座郡渋谷村 95,169 12 ／ 10
18 城山城趾 津久井郡内郷村 92,829 12 ／ 11
19 鮎の水郷田名 高座郡田名村 83,413 12 ／ 12
20 花水河口 平塚市 80,350 12 ／ 13
21 志田山朝日寺 津久井郡串川村 71,895 2 ／ 1
22 青柳寺 高座郡大野村 69,718 2 ／ 2

*23 称名寺百観音 久良岐郡金沢町 64,114 2 ／ 3
24 三眼六足稲荷 高座郡東厚木 62,145 2 ／ 4
25 与瀬神社 津久井郡与瀬町 60,616 2 ／ 5

*26 綱島温泉桃雲台 横浜市綱島町 59,374 2 ／ 7
*27 永谷天満宮 鎌倉郡永野村 50,729 2 ／ 8
28 大ダルミ 津久井郡千木良村 50,311 2 ／ 9

*29 若雷神社 都筑郡新田村 46,799 2 ／ 13
30 三浦畠山地蔵尊 三浦郡葉山町 46,593 2 ／ 10

*31 畠山重忠霊堂 都筑郡都岡村 44,142 2 ／ 11
*32 波切不動の滝 都筑郡新治村 42,373 2 ／ 19
33 吾妻神社 中郡二宮町 41,461 2 ／ 12
34 宝泉寺 高座郡小出村 39,646 3 ／ 5
35 柏山稲荷 藤沢町大庭 39,607 2 ／ 14

*36 金蔵院安産子育観音 横浜市磯子 39,270 2 ／ 20
37 広沢寺温泉 愛甲郡玉川村 38,481 2 ／ 15
38 金目観音 中郡金目村 38,196 2 ／ 16

*39 円満寺白衣観音 横浜市久保町 38,100 2 ／ 17
40 座間神社 高座郡座間村 37,816 2 ／ 28

*41 白滝不動尊 横浜市中区根岸町 37,666 2 ／ 23
42 龍源院弁財天 高座郡座間村 36,578 3 ／ 3

*43 旧城寺 都筑郡新治村 36,252 2 ／ 21
*44 日限地蔵尊 鎌倉郡永野村 35,638 2 ／ 25
45 滝出現見合不動尊 高座郡御所見村 34,837 3 ／ 14

注：�『横浜貿易新報』10月7日他。地名は紙面のまま。順位欄*は現在
の横浜市域にあるもの。紹介記事欄、11,12月は1935年、1〜3月
は1936年。
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が
入
り
、
一
〇
位
以
内
に
は
四
箇
所
、
全
体

で
は
、
現
在
の
市
域
で
一
六
箇
所
が
選
ば
れ

て
お
り
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は

購
読
数
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
投
票
で
は
、
山
本
禾
口
（
和
久
三
）

が
「
瞥
見
す
る
と
随
分
新
し
い
曾
て
聞
知
せ

ざ
る
と
こ
ろ
が
尠
く
な
い
」（
10
・
2
）
と

言
う
よ
う
に
、
旧
来
か
ら
の
名
勝
史
蹟
で
は

な
い
と
こ
ろ
が
選
ば
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

『
最
近
神
奈
川
県
勢
概
要
』（
県
統
計
調
査
課
、

一
九
三
五
年
）
で
は
、
名
勝
旧
蹟
と
し
て
、

神
社
で
は
鎌
倉
宮
・
鶴
岡
八
幡
宮
・
寒
川
神

社
な
ど
一
〇
社
を
挙
げ
て
い
る
が
、
四
十
五

佳
選
に
は
一
つ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
寺
院

も
『
概
要
』
で
は
建
長
寺
・
円
覚
寺
や
平
間

寺
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
唯
一
、
称

名
寺
が
選
ば
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
史
蹟

で
は
ペ
リ
ー
上
陸
地
の
み
で
、
国
分
寺
跡
や

途
中
ま
で
名
前
が
上
が
っ
て
い
た
衣
笠
城
趾

な
ど
も
最
終
的
に
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
。
名

勝
・
天
然
記
念
物
で
も
金
沢
八
景
・
城
ヶ

島
・
江
ノ
島
・
杉
田
の
梅
林
な
ど
古
く
か
ら

の
定
番
の
場
所
は
選
ば
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
の
場
所
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
組
織
的
な
投
票
へ
と
走
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
結
果
的
に
「
隠
れ
た
る
勝
地
」

を
「
世
に
出
す
」
機
会
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
比
較
的
新
し
い
場
所
が
含
ま

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
六
位
の
早
川
城
趾
は
、

一
九
三
一
年
海
軍
中
将
東
郷
吉
太
郎
が
、
東

郷
平
八
郎
の
先
祖
の
居
城
な
の
で
石
碑
を
建

立
し
た
い
と
の
申
し
出
か
ら
、
地
元
で
「
東

郷
会
」
を
発
足
さ
せ
て
保
存
・
顕
彰
運
動
を

進
め
、
こ
の
投
票
に
も
同
会
が
中
心
と
な
っ

て
動
い
て
い
た
（『
綾
瀬
市
史
』
七
）。
三
一

位
の
畠
山
重
忠
霊
堂
も
、
二
九
年
栗
原
勇
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
平
井
誠

二
、二
〇
〇
九
）。
ま
た
、
三
九
位
の
円
満
寺

は
震
災
後
に
移
転
し
て
き
た
寺
院
で
あ
っ
た

（『
横
浜
市
史
稿
』
仏
寺
編
）。

「
四
十
五
佳
選
」
の
顕
彰

「
四
十
五
佳
選
」
の
顕
彰
は
、
先
ず
、「
当

選
祝
賀
訪
問
隊
」
が
当
選
地
を
訪
れ
る
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。
一
〇
月
八
・
九
日
、
一
位

の
石
小
屋
な
ど
の
愛
甲
郡
・
津
久
井
郡
・
高

座
郡
な
ど
を
訪
問
し
、
二
三
・
二
四
日
に
は
、

横
浜
市
内
や
そ
の
周
辺
を
訪
問
し
た
。

こ
の
訪
問
に
は
、「
ど
ん
な
田
舎
道
で
も

平
気
で
這
入
れ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
『
陸
の
ヨ

ツ
ト
』」「
ス
ピ
ー
ド
の
寵
児
、軽
快
な
」
ダ
ッ

ト
サ
ン
が
使
用
さ
れ
た
（
10
・
8
、
10
・
10
）。

写
真
か
ら
四
座
の
一
四
型
フ
ェ
ー
ト
ン
の
よ

う
で
あ
る
。
二
三
・
二
四
日
に
使
わ
れ
た
ダ
ッ

ト
サ
ン
は
、
ピ
ン
ク
色
と
コ
バ
ル
ト
色
の
塗

装
を
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ダ
ッ
ト
サ
ン
を
製

造
し
て
い
た
日
産
自
動
車
は
、
一
九
三
四
年

神
奈
川
区
守
屋
町
地
先
埋
立
地
に
シ
ャ
ー
シ

か
ら
ボ
デ
ィ
ま
で
一
貫
生
産
可
能
な
工
場
を

建
設
し
量
産
を
始
め
て
い
た
。
こ
の
最
先
端

工
場
の
新
鋭
車
を
訪
問
に
使
用
し
て
い
た
。

訪
問
隊
の
ダ
ッ
ト
サ
ン
に
は
、
記
者
や
写

真
班
が
分
乗
し
、
ま
た
、
二
三
・
二
四
日
に

は
川
柳
・
俳
句
の
選
者
の
柴
田
五
万
石
等
も

同
行
し
、「
本
社
旗
を
な
び
か
せ
」
各
地
を

訪
問
し
て
、
大
き
な
歓
迎
を
受
け
て
い
る
。

投
票
規
定
に
あ
っ
た
紹
介
記
事
は
、
表
1

に
あ
る
よ
う
に
一
一
月
半
ば
に
始
ま
り
、
中

断
を
挟
ん
で
、
三
月
前
半
ま
で
掲
載
さ
れ

た
。
ま
た
、「
選
外
十
位
編
」
が
三
月
一
五

〜
一
八
、二
〇
日
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
紹
介
記
事
で
は
、
投
票
時
と
名
称
が

変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

記
念
標
は
、
一
位
の
石
小
屋
で
は
一
二
月

一
八
日
に
、
葛
城
理
平
揮
毫
、
原
町
田
の

湯
上
石
材
店
が
製
作
し
た
碑
が
建
立
さ
れ
た

（
12
・
19
）。
そ
の
他
の
場
所
で
も
「
今
年
中

に
数
本
を
建
て
明
春
二
月
ま
で
に
は
四
十
五

名
勝
全
部
に
こ
の
大
記
念
碑
を
建
立
」
す
る

と
し
て
い
る
。
現
在
、
各
地
に
記
念
標
が
確

認
で
き
る
の
で
、
全
部
の
地
に
建
て
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

投
票
が
始
ま
っ
て
か
ら
予
告
さ
れ
た
俳

句
・
川
柳
の
投
稿
は
、
一
〇
月
一
九
日
に
締

切
と
な
り
、
俳
句
は
一
二
月
一
六
日
に
入
選

句
七
〇
〇
余
が
発
表
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
規
定
で
予
告
さ
れ
て
い
た
写
真

帳
・
絵
葉
書
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
横
貿
は
、
新
社
長
就
任
以
降
、
経
営
が

急
速
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。
東
京
紙
に
対
抗

す
る
た
め
に
夕
刊
の
発
行
な
ど
を
行
っ
た
が

成
功
せ
ず
、
三
七
年
初
め
に
は
、
一
時
、
休

刊
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う

（
樋
口
、
一
九
五
六
）。
こ
の
よ
う
な
中
で
は
、

写
真
帳
・
絵
葉
書
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
に
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
「
四
十
五
佳
選
」
は
、

少
な
く
と
も
横
浜
市
内
で
は
、
投
票
当
時
の

過
熱
ぶ
り
と
は
裏
腹
に
、
現
在
で
は
知
ら
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
空

襲
被
害
や
そ
の
後
の
開
発
に
よ
る
変
容
、
ま

た
一
新
聞
社
が
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
繰
り
返
し
参
照
さ
れ
る
写
真
帳
の
よ
う

な
も
の
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
地
に
は
記

念
碑
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
中
で
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

【
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献
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瀬
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）

記念標　日本三軆之一日限地
蔵尊（港南区日限山）、左右に「横
濱貿易新報社」「縣下名勝史蹟
四十五佳選當選記念」とある。

記念標　寄利吹の瀧（緑区三保町）
右に「波切不動尊　横濱貿易新報
社」、左に「県下名勝史蹟四十五佳
選當選記念」とある。

記念標　若雷神社
（港北区新吉田町）




